
 

 

横浜市消防力の整備指針に基づく整備指標 
 

１ 「横浜市消防力の整備指針」の策定について 

「横浜市消防力の整備指針」（平成 24年３月策定）は、本市に必要な消防力（必要な署所数や消防車両数

など）を定めたものです。国の「消防力の整備指針」を踏まえつつ、本市の基礎データ（人口や災害発生件

数等）を分析し策定しており、概ね５年ごとに基礎データの確認を行い、必要に応じて見直しを行うことと

しています。 
 

２ 基本的な考え方と整備指標と現有数                  （令和８年４月１日現在） 

項 目 基本的な考え方 整備指標 現有数 充足率 

消防署所 

原則として消防ポンプ自動車が出場から５分以内に現場に

到着できるよう配置する。また、港湾消防力を確保するた

め、１水上消防出張所を配置する。 

97署所 97署所 100％ 

消防ポンプ 

自動車 

消防署には、災害現場における指揮機能を確保するために

２台の消防ポンプ自動車を配置し、横浜市民防災センター及

び消防出張所（生麦消防出張所及び水上消防出張所を除

く。）には１台の消防ポンプ自動車を配置する。 

113台 113台 100％ 

はしご 

自動車 

各区に１台を配置し、さらに市内の中高層建物火災現場に

概ね10分以内で現着するため、３台を増台して配置する。 
21台 21台 100％ 

化学消防車 
 危険物施設等における火災に対応するため、危険物施設の

分布状況等を考慮し、市内に12台の化学消防車を配置する。 
12台 12台 100％ 

３点セット 

 国指針に基づき、大型化学消防車、大型高所放水車及び泡

原液搬送車を２セット配置する。 

 なお、大型化学高所放水車を１台配置した場合は、大型化

学消防車及び大型高所放水車をそれぞれ１台配置したものと

みなす。 

２セット ２セット 100％ 

消防艇 
 横浜港湾区域内における災害発生状況や港湾を取り巻く状

況を踏まえ、２隻の消防艇を配置する。 
２隻 ２隻 100％ 

救急自動車 

救急出場データの分析結果を基に、年齢を９区分にした上

で、全年齢の救急車の利用率と各年齢帯の救急車の利用率を

比較して得られた倍率を係数とする。その係数を各年齢帯の

将来人口推計に乗じて算出した人口に基づいた指標とする。 

92台 90台 98％ 

救助工作車 

(水難救助車) 

 各行政区１台に加え、高エネルギー事故や高度探査機能を

有する特別高度救助隊の車両（２台）を配置する。 

 また、横浜港湾区域及び市内全域での水難救助事案に対応

する水難救助隊の車両を１台配置する。 

20台 

（１台） 

20台 

（１台） 

100％ 

(100％) 

指揮車 
 各行政区に１台を配置し、さらに警防課配置の１台を加算

した19台を指標とする。 
19台 19台 100％ 

非常用 

消防自動車 

 震災時の消火対応のための必要消防力から実働消防ポンプ

自動車数を差し引いた数を指標とする。 
67台 48台 72％ 

非常用 

救急自動車 

 国指針に基づき、各消防署に配置している実働救急自動車

の台数を４で除し、消防署ごとの算定結果の合算値を指標と

する。 

31台 31台 100％ 

特殊災害 

対策車 

特殊災害現場において円滑な活動に必要な台数として４台

を配置する。 
４台 ４台 100％ 

特殊車等 
地域の実情及び本市の部隊運用等の実態に応じて特殊車等

を配置し、現有台数を指標とする。 
200 台 200台 100％ 

 

３ 車両配置表   

次頁のとおり 

消防職員数 
現行の職員定数を指標とし、当局を取り巻く社会情勢の変

化を踏まえて、引き続き検討していくこととする。 

職員定数 

3,706 人 
  



車 両 配 置 表

ミニ消防車 水難救助車 けん引工作車 高発泡車 資機材搬送車 重機搬送車 支援車 特別高度工作車 輸送車 照明電源車 ホース延長車 遠距離送水車 泡原液搬送車 空気ボンベ搬送車 排煙高発泡隊 大型除染システム搭載車 消防活動二輪車等 救助艇 回転翼航空機 大規模震災用高度救助車 無線中継車 燃料補給車 燃料輸送車 小型動力ポンプ付き大型水槽車 情報統括支援車 大容量送水車 大型放水延長車

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
本署 1 1 1 2 1 2
生麦 2 1 1
大黒町 1 1 1
末吉 1 1
入船 1 1
矢向 1 1 1
岸谷 1 1 1 1
寺尾 1 1 1 1
駒岡 1 1 1 1 1
鶴見水上 2 1 1 1
本署 2 2 1 1 2
浦島 1 1
菅田 1 1 1
片倉 1 1 1 1 1
松見 1 1 1 1
本署 1 1 1 3 1 1 1 2
浅間町 1 1 1 1
境之谷 1 1 1 1
本署 1 1 1 2 1 1 2
北方 1 1 1 1 1
山下町 2 1 1
山元町 1 1 1 1
本牧和田 1 1 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
大岡 1 1 1 1
六ッ川 1 1 1
蒔田 1 1 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
芹が谷 1 1 1 1
野庭 1 1 1
港南台 1 1 1 1 1
上永谷 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
西谷 1 1 1 1
本陣 1 1 1
今井 1 1 1
権太坂 1 1 1
本署 2 1 1 1 1 2
さちが丘 1 1 1 1
都岡 1 1 1
南本宿 1 1 1 1
若葉台 1 1 1 1
市沢 1 1 1
今宿 1 1 1
本署 2 1 1 1 1 2
杉田 1 1 1 1
洋光台 1 1 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
東富岡 1 1
六浦 1 1 1
富岡 1 1 1 1
釜利谷 1 1 1 1
幸浦 1 1 1 1
能見台 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
綱島 1 1 1
日吉 1 1 1 1
篠原 1 1 1 1
高田 1 1 1 1
新羽 1 1 1 1
小机 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
十日市場 1 1 1
長津田 1 1 1 1
鴨居 1 1 1 1
白山 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2 1
元石川 1 1 1
鴨志田 1 1 1 1
すすき野 1 1
荏田 1 1 1
青葉台 1 1 1
奈良 1 1
本署 2 1 1 1 1 2
川和 1 1 1
佐江戸 1 1 1
仲町台 1 1 1
北山田 1 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
大正 1 1 1 1
吉田 1 1 1 1
鳥が丘 1 1 1
東戸塚 1 1 1 1
深谷 1 1
本署 2 1 1 1 1 2
豊田 1 1 1 1
上郷 1 1 1
本署 2 1 1 1 1 2
岡津 1 1 1 1
中田 1 1 1 1
いずみ野 1 1 1
緑園 1 1
本署 2 1 2 1 1 2
中瀬谷 1 1 1 1
下瀬谷 1 1 1
阿久和 1 1

1 2 1 1
1

1 2

82 21 12 2 2 90 20 19 4 48 1 1 1 3 1 1 1 2 3 1 1 1 2 1 1 114 1 2 2 1 3 1 1 1 1 1

【備考】
②化学車の合計12台には、横浜へリポートに配置している化学車を含まない。

西

消防車両配置台数

ポンプ車 はしご車 化学車 ３点セット 消防艇 救急車 救助工作車 指揮車 特災車
特　　　　　殊　　　　　車　　　　等
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①令和8年4月１日現在

③北方の３点セットのうち、大型化学消防車及び大型高所放水車として、大型化学高所放水車を配置し、泡原液搬送車は東富岡へ配置している。
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横浜市民防災センター

横浜市消防訓練センター

横浜へリポート

車両名

署所名
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